
「男子よ、いざ厨房へ」 調査研究報告会を開催しました

男女共同参画センター 

平成24年度 県民グループ調査研究支援事業

　男女共同参画に関する調査研究活動をアバンセがバックアップする「県民グループ調査研究支援事業」の

成果報告会を平成２５年３月に開催しました。

　今回はアバンセでの「男の料理教室」の受講者を中心に結成された「男子厨房に入る会」が、教室受講者や

プロの料理人などにインタビューをした成果を小冊子「男子よ、いざ厨房へ」にまとめました。

　このページでは、「男子厨房に入る会」の活動報告と男女共同参画センター客員研究員の講評の一部をご

紹介します。　　

　　　　　（平成25年3月16日開催）

 

 「男子よ、いざ厨房へ」           【報告】　男子厨房に入る会　 代表　大草 秀幸

 

  教師だった私の父は、自分でみそ汁を作っていました。高齢者

の中には男性が台所を手伝うことに「微妙な気持ち」になる人が

いると聞くことがありますが、私は父の姿をずっと見てきましたの

で、男が料理をすることに違和感も、抵抗も全くありませんでし

た。

 

　しかし、私自身が料理を始めたのはとても遅くて、３５歳の時で

した。仕事でインドに行く機会があり、３日間泊まり続けたホテル

で厨房の中を特別に見せてもらうことができました。そこで味わっ

たカレーのおいしさに感激して、一念発起したわけです。

 

　作る品目が増えてくると「もっといろいろ作ってみたい！」と思

い、研究するようになります。最近は豆たっぷりのビーンズカレー

に凝っています。先日新聞の取材を受けましたが、紙面で紹介さ

れていた「バット」を自分でも調理に使ってみるようになりました。

 

　アバンセの館長時代、平成１９年に「男の料理教室」を始めました。当時の佐賀県における男性の家事参画

時間は１日平均で２７分でした。なんとかこの時間を伸ばそうと家事参画に関する事業をたくさんやってきまし

たが、なかなかすぐには効果が出ないようです。

 

　とにかく男性の料理は「せっかち」です。「ゆっくり作りましょう」といつもみなさんに言っているのですが・・・。

「後で使うからとっておいて」と念を押した材料が、途中で使われてしまい、残らないこともあります。でも、これ

までに一度も大失敗はありません。

 

　「自分で料理できないとマズイのではないか」。村上館長さんが書いたこの言葉が今とても気に入っていま

す。今回はインタビューのほかに、料理教室の３０人の受講者にアンケートをとっています。詳しくは報告書

「男子よ、いざ厨房へ」をご参照ください。

 

 

 「男子よ、いざ厨房へ」   【講評】　佐賀県立男女共同参画センター客員研究員 

                                        　吉岡 剛彦　（佐賀大学文化教育学部准教授）

　　　　

　「男性の自立」とよく言われます。「自立」という概念は大きく３つあり、ひと

つは自分で働いて稼いだお金で生活していくことで、「早く自立しなさい」な

どと言われるように「経済的な自立」を意味する自立です。男性の場合、こ

れは昔から強く言われてきたことではないでしょうか。

 

　第２に、洗濯や買い物、調理、洗い物など、身の回りのことが自分ででき

るかどうかという「生活面での自立」です。今回の料理教室は男性が生活

力を身に付けることに大きく寄与する教室であったと思います。

 

　第３の自立というのは、たとえば全面介助が必要な障がいをもつ人々で

あっても自立を重視すべきだと言われているように、自分のことは自分で

決めること、つまり「自己決定としての自立」です。男女の性別役割分担意

識によって、これまで女性たちは家事・育児に拘束され、この「自己決定と

しての自立」を我慢させられてきたのではないかと思います。
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開館時間

火曜～土曜日：8時30分～22時00分

日曜・祝日：8時30分～17時00分 

(ホールは22時00分まで）

休館日

毎週月曜日（祝日も含む）

12月29日から翌年1月3日まで

　男性が家事・育児に積極的に参加していけば、そのぶんパートナーである女性（妻）が「自分のやりたいこ

と」に注ぎ込む時間が確保され、女性の「自己決定としての自立」を促す効果を持っています。「男の料理教

室」は、生活力を身に付ける男性自身の自立と併せ、女性の「自己決定としての自立」も後押しする、意義の

大きな取り組みであると感じています。

 

（上記の内容は、報告会での報告及び講評の一部をアバンセ事業部でまとめたものです）

 

 

「男子よ、いざ厨房へ」
 

　ページを開いてあなたも台所に一歩踏み出してみませんか？

詳しくはこちらをクリック.pdf(839KB; PDFファイル)
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